
12

10

６

４

２

14

写
真
は
昨
年
撮
影
し
た
千
秋
公
園
表
門
付
近

例
年
見
頃
は
11
月
中
旬
頃
ま
で

＊広報あきた第３金曜日号に掲載している家庭系ごみ排出量数値は、
　発行スケジュールの関係で、次回広報あきた11月６日号に掲載します。



２

　

２･

３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
内
容
は
、
10
月
２
日

現
在
の
情
報
で
す
。
最
新
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
広
報
ID
番
号 

１
０
２
４
８
８
４
〉

…
広
報
ID
番
号
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
画
面
上
で
の

検
索
の
際
に
入
力
し
て
く
だ
さ
い

新型コロナウイルス関連のお知らせ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
一
定
の

事
業
収
入
の
減
少
が
あ
っ
た
中
小
事
業
者
な
ど
に
対

し
、
事
業
用
家
屋
お
よ
び
償
却
資
産
に
係
る
令
和
３

年
度
分
の
固
定
資
産
税
を
軽
減
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
２
６
３
２
３ 

 【
問
い
合
わ
せ
】
資
産
税
課

家
屋
担
当
☎(

８
８
８)

５
４
７
９

償
却
資
産
担
当
☎(

８
８
８)

５
４
８
０

■
対
象

　

今
年
２
月
か
ら
10
月
ま
で
の
、
任
意
の
連
続
す
る

３
か
月
間
の
事
業
収
入
が
前
年
の
同
期
間
と
比
べ

て
30
％
以
上
減
少
し
て
い
て
、
次
の
①
〜
③
の
い

ず
れ
か
を
満
た
す
事
業
者

①
資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資
金
の
額
が
１
億
円
以
下

の
法
人(

大
企
業
の
子
会
社
は
除
く)

②
資
本
金
ま
た
は
出
資
金
を
有
し
な
い
法
人
の
場

合
、
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
１
千
人
以
下

の
法
人

③
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
１
千
人
以
下
の
個
人

■
事
業
収
入
の
減
少
割
合
と
軽
減
割
合

　

▼
30
％
以
上
50
％
未
満
減
少
＝
２
分
の
１

　

▼
50
％
以
上
減
少
＝
全
額

■
申
し
込
み

　

市
役
所
２
階
の
資
産
税
課
に
あ
る
申
告
用
紙(

市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可)

に
必
要

書
類
を
添
付
の
上
、
来
年
１
月
４
日
(月)
か
ら
２
月

１
日
(月)
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
用
紙

の
郵
送
を
ご
希
望
の
か
た
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い　

＊
軽
減
を
受
け
る
に
は
、
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機

関
等
に
確
認
を
受
け
た
、
秋
田
市
で
定
め
る｢

特

例
措
置
に
関
す
る
申
告｣

の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
告
の
際
に
は
、
確
認
を
受
け
る
た
め
に
添
付
し

た
書
類
の
写
し
も
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
償
却
資
産
の
軽
減
を
受
け
る
場
合
は
、
償
却
資
産

申
告
書
も
併
せ
て
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
等
＝
専
門
知
識
や
実
務
経
験
が

一
定
レ
ベ
ル
以
上
の
者
に
対
し
、
国
が
認
定
す
る
公
的
な
支

援
機
関
。
商
工
会
や
商
工
会
議
所
な
ど
の
中
小
企
業
支
援
者

の
ほ
か
、
金
融
機
関
、
税
理
士
、
公
認
会
計
士
、
弁
護
士
な

ど
が
お
も
な
認
定
支
援
機
関
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
導
入
し
た
固

定
資
産
税
の
特
例
を
受
け
ら
れ
る
設
備
に
事
業
用
家

屋
と
構
築
物
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

　

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
先
端
設
備
等

導
入
計
画
の
認
定
を
受
け
、
固
定
資
産
税
の
特
例
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
に
、
事
業
用
家
屋
と
構

築
物
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
商
工
貿
易
振
興
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
☎(

８
８
８)

５
７
２
８

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
１
５
７
９
９

①息苦しさ(呼吸困難)、強いだるさ(倦怠感)、高熱などの強い症
状のいずれかがある場合

②重症化しやすいかた(※)で、比較的軽い風邪の症状がある場合

※高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患(COPDなど)などの基礎疾患がある
かたや透析を受けているかた、免疫抑制剤や抗がん剤などを用いているか
た。なお、妊娠中のかたも、念のため早めにご相談ください。

③上記｢①｣｢②｣以外のかたで、発熱や咳など、比較的軽い風邪の
症状が続く場合(４日以上続いている場合は必ずご相談を)

右の症状があるときは
すぐにご相談ください

医療機関を受診する前に
下記のセンターへご相談を！

体調不良の
ときは外出を
控えましょう

■☎(866)7050〈24時間対応〉■☎0570-011-567〈8:00〜17:00〉■☎(895)9176〈8:00〜17:00〉

　 あきた新型コロナ受診相談センター(コールセンター) ＊いずれも通話料がかかります。

　発熱や咳などの症状があるかたは、新型コロナウイルスに限らず、周りの
かたへ感染させないように受診以外の外出は控え、自宅で安静にしましょう。囲
　やむを得ず外出する場合は、マスクを着けるなどの咳エチケットや手洗い、
３密(密閉･密集･密接)にならないようにするなど、感染対策を心掛けましょう。



３　広報あきた　2020年10月16日号

今
年
の
年
末
調
整
等
説
明
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す

　

年
末
調
整
に
関
す
る
各
情
報
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

秋
田
南
税
務
署
☎(

８
３
２)

４
１
２
１

　

秋
田
北
税
務
署
☎(

８
４
５)

１
１
６
１

(

音
声
案
内
に
従
い｢

２｣

を
選
択)

　

今
年
９
月
１
日
現
在
で
、
市
内
に
主
た
る
事
務
所

(

営
業
所)

を
有
す
る
路
線
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
自
動

車
運
転
代
行
事
業
者
を
対
象
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
対
策
に
対
す
る
支
援
金
を
交
付
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
７
４
２
２

 【
問
い
合
わ
せ
】
交
通
政
策
課
☎(

８
８
８)

５
７
６
６

■
対
象
車
両
と
１
台
あ
た
り
の
交
付
額

①
市
内
の
営
業
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
路
線
バ
ス
、

高
速
バ
ス
、
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
車
両
＝
２
万
円

②
タ
ク
シ
ー
車
両
＝
１
万
円

③
自
動
車
運
転
代
行
業
の
随
伴
用
車
両
＝
１
万
円

■
申
し
込
み

　

市
役
所
４
階
の
交
通
政
策
課
に
あ
る
申
請
書(

市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可)

に
必
要

書
類
を
添
付
の
上
、
11
月
30
日
(月)
ま
で
に
、
原
則

郵
送
で
左
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

〒
０
１
０-

８
５
６
０ 

秋
田
市
役
所
交
通
政
策
課

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
子
育
て
の
負
担
増
加
や
収
入

の
減
少
な
ど
が
生
じ
て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
へ
、
臨

時
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
か
た
以
外
で
も

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
請
期
限
は
来
年

２
月
26
日
(金)
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
◆
広
報
ID
番
号 

１
０
２
５
７
０
２

 【
問
い
合
わ
せ
】
子
ど
も
総
務
課☎(

８
８
８)

５
６
９
７

■
給
付
額(

対
象
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す)

　

基
本
給
付
▼

１
世
帯
５
万
円
、
第
２
子
以
降
１
人
に

つ
き
３
万
円(

こ
の
ほ
か
追
加
給
付
も
あ
り
ま
す)

■
申
し
込
み

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
請
要
領
を
よ
く
ご
覧
の

上
、
原
則
郵
送
で
左
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

〒
０
１
０-

８
５
６
０ 

秋
田
市
役
所
子
ど
も
総
務
課

　

飲
食
店
応
援
ク
ー
ポ
ン
の
引
き
換
え
や
利
用
に
つ

い
て
は
、
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
引
換
券
に
記
載
し

て
い
る
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
し
た

か
た
で
、
引
換
券
が
ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合
は

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

利
用
期
限
は
来
年
２
月
28
日
(日)
。

み
ん
な
で
市
内
の
飲
食
店
を
応
援
し

ま
し
ょ
う
！

■
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

　

h
ttp

s://p
rem

iu
m

-g
ift.jp

/akita-co
u
p
o
n
/

 【
問
い
合
わ
せ
】
飲
食
店
応
援
ク
ー
ポ
ン
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
☎(

８
０
３)

６
８
５
８

(

午
前
10
時
〜
午
後
５
時)

↑こちらでも

令和２年度
｢新成人のつどい｣を
来年夏に延期します

　成年年齢が引き下げとなる令和４
年度以降も、秋田市では、現行の｢
新成人のつどい｣と同様に20歳にな
るかたを対象として、式典を開催し
ます。

問い合わせ▶生涯学習室☎(888)5810

　来年１月10日(日)に開催を予定し
ていた｢新成人のつどい｣は、新型コ
ロナウイルスの影響により、新成人
のみなさんの安全を最優先に考え、
開催を延期します。
　なお、詳細は、改めて広報あきた
などでお知らせします。

開催日▶来年８月15日(日)　
会場▶県立武道館(新屋町)

令和４年度以降も

開催します
20歳を対象に



＊
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
一
定
数
量
以
上
保
管
す

る
場
合
は
、
消
防
へ
の
申
請
や
届
出
が
必
要
で

す
。
多
量
に
備
蓄
す
る
場
合
は
、
最
寄
り
の
消

防
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

火
災
で
亡
く
な
る
原
因
で
最
も

多
い
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
す
べ
て
の

住
宅
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
築
住
宅
へ
の
設
置
義
務
化
か

ら
10
年
以
上
が
経
過
し
、
電
池
切

れ
や
機
器
の
劣
化
に
よ
り
火
災
発

生
時
に
作
動
し
な
い
こ
と
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。
点
検
を
行
い
、
正
常

に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
正

常
に
作
動
し
な
い
場
合
は
交
換
し

ま
し
ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対

策
の
た
め
、
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
に
設
置
し

て
い
る
飛
沫
防
止
用
シ
ー
ト
は
、
材
質
に

よ
っ
て
は
大
変
燃
え
や
す
く
、
火
災
に

な
っ
た
場
合
に
延
焼
拡
大
す
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。

　

コ
ン
ロ
や
白
熱
電
球
な
ど
の
熱
源
と
な

る
も
の
の
近
く
に
は
設
置
せ
ず
、
や
む
を

得
な
い
場
合
は
、
難
燃
性
や
不
燃
性
の
も

の
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
は
引
火
し
や
す

く
、
発
生
す
る
気
体
は
空
気
よ
り
重
い
た

め
、
低
い
場
所
に
滞
留
し
や
す
い
と
い
う

性
質
が
あ
り
ま
す
。
使
用
す
る
際
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼

火
気
の
近
く
で
は
使
用
し
な
い

▼

室
内
の
消
毒
や
容
器
へ
の
詰
め
替
え

は
、
通
気
の
良
い
場
所
や
換
気
が
行
わ

れ
て
い
る
場
所
で
行
う

▼

容
器
を
設
置･

保
管
す
る
場
所
は
、
直
射

日
光
が
当
た
る
場
所
や
高
温
と
な
る
場

所
を
避
け
る

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
へ
の

引
火
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

｢

飛ひ

沫ま

つ

防
止
用
シ
ー
ト｣

へ
の

着
火
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

左
記
の
か
た
を
対
象
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
現
物
で
給
付
し
ま

す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
上
限
価

格
は
１
万
５
千
500
円
で
、
原
則
、
購

入
価
格
の
１
割
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

◆
火
災
発
生
の
感
知
と
避
難
が
著
し

く
困
難
な
か
た

◆｢

身
体
障
害
者
手
帳
２
級
以
上｣

｢

療
育
手
帳
Ａ｣｢

精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級｣

の
い
ず

れ
か
の
障
が
い
の
あ
る
か
た

◆
原
則
持
ち
家
で
、
当
該
障
が
い
者

の
み
の
世
帯
か
こ
れ
に
準
ず
る
世

帯
の
か
た

対
象(

す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た)

住
宅
用
火
災
警
報
器
で

逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

▼

建
物
の
周
り
を
整
理
整
頓
し
、
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
す
る

▼

門
灯･

街
灯
を
つ
け
て
暗
が
り
を
な
く
す

▼

物
置
や
車
庫
な
ど
は
施
錠
し
、
他
人
が

侵
入
で
き
な
い
よ
う
に
す
る

▼

ご
み
集
積
所
に
は
、
指
定
さ
れ
た
日
時

以
外
に
ご
み
を
出
さ
な
い

▼

防
火
に
関
す
る
講
演
会
や
防
災
訓
練
に

参
加
し
て
、
防
火
意
識
を
高
め
る

放
火
さ
れ
な
い
ま
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

②
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い

③
コ
ン
ロ
に
火
を
点つ

け
た
ま
ま
離
れ
な
い

④
寝
具
や
カ
ー
テ
ン

な
ど
は
防
炎
品
に

す
る

⑤
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
す
る

⑥
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

⑦
日
頃
か
ら
、
隣
近
所
と
の
協
力
体
制
を

つ
く
る

住
宅
防
火
の

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

ポ
ス
タ
ー

障
が
い
者
を
対
象
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

現
物
で
給
付
し
ま
す

購
入
後
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。
必

ず
事
前
に
、
該
当
す
る
手
帳
と
印
鑑

を
持
っ
て
、
障
が
い
福
祉
課(

市
役

所
１
階)

ま
た
は
河
辺･

雄
和
の
各
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

 【
問
い
合
わ
せ
】
障
が
い
福
祉
課

☎(

８
８
８)

５
６
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
６
６
４

11
月
１
日 

▼  

７
日
は 
秋
の
火
災
予
防
運
動

【
問
い
合
わ
せ
】
消
防
本
部
予
防
課
☎(

８
２
３)

４
２
４
７

４



５　広報あきた　2020年10月16日号

　

市
で
は
、
今
年
も
雪
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を
実
施

し
ま
す
。
本
格
的
な
降
雪
シ
ー

ズ
ン
の
前
に
、
準
備
を
万
全
に

し
て
今
冬
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

対
象
▼

市
が
除
排
雪
作
業
を
行
う
道
路
に

面
し
た
戸
建
住
宅
に
お
住
ま
い
で
、
お

お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
、
ま

た
は
身
体
の
不
自
由
な
か
た
の
み
で
、

自
力
で
雪
寄
せ
が
で
き
な
い
世
帯

＊
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
身
体
の
不
自

由
な
か
た
が
同
居
す
る
場
合
も
含
み

ま
す
。

事
前
登
録
▼

11
月
２
日
(月)
か
ら
20
日
(金)
ま

で
に
道
路
維
持
課
へ

問
▼

道
路
維
持
課
☎(

８
８
８)
５
７
５
１

◆
毎
年
事
前
登
録
が
必
要
で
す

４

　

町
内
会
な
ど
、
地
域
住
民
で
組
織
す

る
団
体
に
、
小
型
除
雪
機
や
軽
ト
ラ
ッ

ク
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。
燃
料
費

は
市
が
負
担
し
ま
す
。

貸
出
期
間
▼

12
月
か
ら
３
月
ま
で
の
午
前

９
時
〜
午
後
４
時(

原
則
、
半
日
単
位
で

最
大
１
日)

。
申
し
込
み
は
、
各
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

問
▼

生
活
総
務
課
☎(

８
８
８)

５
６
２
５

５　

高
齢
者
雪
寄
せ
支
援
事
業
で
す
。
降

雪
期
に
な
る
と
申
請
の
手
続
き
が
混
み

合
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
お
早
め
に
。

対
象
▼

日
常
生
活
上
の
援
助
を
要
す
る
お

お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
な

ど
で
、
雪
寄
せ
援
助
が
必
要
な
か
た

支
援
内
容
▼

玄
関
か
ら
道
路
ま
で
の
通
路

の
雪
寄
せ
。
１
週
間
に
２
回
ま
で
。
利

用
料
は
１
回
１
時
間
以
内
で
310
円

申
し
込
み
▼

お
住
ま
い
の
地
区
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。｢

高
齢
者
雪
寄
せ

支
援
事
業｣

の
申
請
が
済
ん
で
い
る
か
た

は
、
秋
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

☎(

８
６
３)

５
９
０
０

問
▼

長
寿
福
祉
課
☎(

８
８
８)

５
６
６
８

６

貸
出
機
器
▼

小
型
除
雪
機(

ハ

ン
ド
ガ
イ
ド
式
除
雪
機
、
歩

行
型
ロ
ー
ダ)

対
象
▼

12
月
か
ら
３
月
ま
で
に
、
町
内
会

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
、
市
の

除
雪
対
象
路
線
の
う
ち
、
地
域
の
生
活

道
路
や
歩
道
な
ど
を
200
㍍
以
上
除
雪
す

る
場
合

申
し
込
み
▼

10
月
23
日
(金)
か
ら
11
月
６
日

(金)
ま
で
に
道
路
維
持
課
へ

問
▼

道
路
維
持
課
☎(

８
８
８)

５
７
５
１

広
報
ID
番
号 

１
０
０
７
３
２
７

２
対
象
▼

町
内
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
が
、
地
域
の
生
活
道
路
、
高
齢
者
宅

の
間
口
や
ご
み
集
積
所
な
ど
を
除
排
雪

す
る
場
合

支
給
量
上
限
▼

１
団
体
あ
た
り
年
度
内
400

㍑
ま
で

支
給
時
期
▼

作
業
実
施
時
に
随
時(

３
月

末
ま
で)

申
し
込
み
▼

12
月
１
日
(火)
か
ら
道
路
維
持

課
ま
た
は
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

問
▼

道
路
維
持
課
☎(

８
８
８)

５
７
５
１

広
報
ID
番
号 

１
０
０
７
３
２
７

１

　

お
お
む
ね
150
平
方
㍍
以

上
の
住
宅
地
内
の
空
き
地

を
12
月
か
ら
３
月
ま
で
の

間
、
地
域
の
堆
雪
場
と
し

て
町
内
会
な
ど
に
無
償
で
貸
し
て
い
た

だ
い
た
場
合
、
そ
の
土
地
の
翌
年
度
の

固
定
資
産
税
の
一
部
を
免
除
し
ま
す
。

申
し
込
み
▼

10
月
23
日
(金)
か
ら
11
月
20
日

(金)
ま
で
に
道
路
維
持
課
ま
た
は
各
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

問
▼

道
路
維
持
課
☎(

８
８
８)

５
７
５
１

広
報
ID
番
号 

１
０
０
７
３
３
２

３

た　

い　

せ　

つ　

じ
ょ
う

か
た
ま
り

◆　
　
　
　

の
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
画
面

で
、
広
報
ID
番
号
を
入
力
し
て
く
だ

さ
い

◆
道
路
維
持
課(

11
月
中
旬
か
ら
道
路
除

排
雪
対
策
本
部)

は
市
役
所
３
階
で
す

◆
申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ
は
、
平
日
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
に
お

願
い
し
ま
す

１
２
３



６６

令
和
２
年
度

　

令
和
２
年
度
秋
田
市
文
化
章
の
受
章
者
が
、
次
の
み
な
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し

た
。
文
化
章
は
、
芸
術
、
学
術
、
産
業
、
経
済
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
各
分

野
で
市
の
文
化
振
興
に
貢
献
し
た
か
た
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　

表
彰
式
は
、
11
月
４
日
(水)
午
後
４
時
か
ら
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
行
い
ま

す
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
一
般
参
列
は
、
事
前

申
し
込
み
制
で
、
先
着
20
人
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
10
月
21
日
(水)
午
前
８
時

30
分
か
ら
文
化
振
興
課
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ･

申
し
込
み
】
文
化
振
興
課
☎(

８
８
８)

５
６
０
７

秋
田
市

文
化
章

多大な
貢献を称

た た

えて技
芸(

箏
曲)

村
田
敏
子
さ
ん

藤
原
賢
一
さ
ん

戸
嶋
梅ば

い

せ

ん千
さ
ん

(

本
名 

戸
嶋
豊
勝)

辻 

良
之
さ
ん

　

昭
和
40
年
に
箏
曲
教
室
を

開
軒
し
、
長
年
、
後
進
の
指

導
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
田
県
三
曲
連
盟

の
役
員
と
し
て
演
奏
会
に
積

極
的
に
参
画
し
、｢

国
民
文
化

祭
あ
き
た
２
０
１
４｣

な
ど
の

事
業
を
成
功
に
導
く
と
と
も

に
、
箏
を
通
じ
た
国
際
交
流

に
も
取
り
組
み
、
現
在
は
会

長
と
し
て
、
本
市
の
箏
曲
文

化
の
振
興･

発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

秋
田
市
竿
燈
会
会
長
と
し

て
、
竿
燈
ま
つ
り
の
普
及
や

技
術
の
向
上
、
後
継
者
の
育

成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、｢

東
北
六
魂
祭

２
０
１
５ 

秋
田｣

を
成
功
に
導

い
た
ほ
か
、
国
内
外
に
多
数
出

竿
し
、
竿
燈
の
魅
力
を
広
く
発

信
す
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
の

増
加
に
貢
献
さ
れ
、
昨
年
会
長

を
退
い
た
の
ち
は
、
名
誉
会
長

と
し
て
竿
燈
の
保
存･

振
興
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
年
、
秋
田
県
自
動
車
販

売
店
協
会
な
ど
、
同
業
界
関

連
の
団
体
に
お
い
て
重
責
を

担
い
、
業
界
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
国
延
辺
州
と
の

交
流
推
進
会
を
設
立
し
、
国

際
交
流
に
取
り
組
む
ほ
か
、

社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
役
員

を
務
め
、
地
域
貢
献
活
動
に

取
り
組
む
な
ど
、
本
市
の
地

域
産
業
の
振
興･

発
展
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
民
謡
各
団
体
に
所

属
し
、
後
進
の
育
成
に
努
め

る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

民
謡
の
企
画･
事
業
に
参
画

し
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
発

信
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
港
の
唄
全
国
大
会

を
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
多
く
の
か
た
に
愛
唱
さ

れ
て
い
る｢

秋
田
よ
い
と
こ｣

を
作
曲
す
る
な
ど
、
本
市
民

謡
文
化
の
振
興･

発
展
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
文
化

芸
能(

民
謡)

産　

業

秋
田
市
歴
史
叢そ

う

書し

ょ

14

｢

栗
林
広こ

う

運う
ん

日
記
３｣

を

刊
行
し
ま
し
た

　

秋
田
藩
に
お
い
て
金
穀(

金

銭
や
米
穀
な
ど)

を
献
納
し
て

士
分
に
取
り
立
て
ら
れ
、
海

岸
防
備
の
た
め
移
住
さ
せ
ら

れ
た
栗
林
広
運
家
に
伝
来
し

た
日
記
全
16
冊
の
う
ち
、
慶

応
２(

１
８
６
６)

年
か
ら
明

治
４(

１
８
７
１)

年
ま
で
の

６
冊
を
収
録
し
ま
し
た
。

　

戊ぼ

辰し
ん

戦
争
や
版
籍
奉
還
、

廃
藩
置
県
と
続
く
時
代
の
激

変
に
必
死
に
対
応
し
よ
う
と

す
る
秋
田
藩
の
状
況
な
ど
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｂ
５
判･

174
ペ
ー
ジ
。
市
役

所
分
館
１
階
の
文
書
法
制
課

文
書･

歴
史
資
料
担
当
で
、
１

部
１
千
円(

税
込)

で
頒は

ん

布ぷ

し

て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

☎(

８
８
８)

５
４
２
８



　

市
で
は
、
情
報
通
信
技
術
分
野
に
お

け
る
任
期
付
職
員
１
人
を
募
集
し
ま

す
。
任
期
は
来
年
４
月
か
ら
３
年
間
。

た
だ
し
、
５
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で

任
期
を
更
新
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
10
月
19
日
(月)
か
ら
配
布

す
る
受
験
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
２
５
３
２
８

受
験
資
格
▼

昭
和
38
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満

た
す
か
た

①
情
報
通
信
業
に
属
す
る
企
業
に
お
い

て
、
15
年
以
上(

今
年
３
月
末
現
在)

の

実
務
経
験
が
あ
る
か
た
。
た
だ
し
、

情
報
処
理
技
術
者
お
よ
び
営
業
職
の

両
分
野
に
お
け
る
実
務
経
験
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
実
務
経
験
を
合
わ
せ

て
15
年
以
上
あ
る
場
合
に
限
る

②
情
報
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
管

理
職
と
し
て
参
画
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
業
務
の
経
験
が
あ
る
か
た

③
民
間
企
業
、
国
ま
た
は
地
方
自
治
体

に
お
い
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
か
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐

官
の
経
験
が
あ
る
か
た

受
験
案
内
書
の
配
布
場
所
▼

市
役
所
１
階

総
合
案
内
、
４
階
人
事
課
、
各
市
民
Ｓ

Ｃ(

中
央･

南
部
別
館
を
除
く)

、
駅
東
Ｓ

Ｃ
、
秋
田
市
移
住
相
談
セ
ン
タ
ー(

東
京

都
千
代
田
区)

、
同
八
重
洲
セ
ン
タ
ー(

中

央
区)

受
験
申
込
期
間
▼

10
月
19
日
(月)
か
ら
11
月

20
日
(金)
ま
で(

消
印
有
効)

●
問
い
合
わ
せ　

受
験
資
格･

職
務
内

容
な
ど
…
情
報
統
計
課
☎(

８
８
８)

５
４
６
８
、
申
込
方
法･

勤
務
条
件
な
ど

…
人
事
課
☎(

８
８
８)

５
４
２
９

　

学
校
適
正
配
置
に
関
す
る
地
域
協
議

の
第
２
段
階
で
あ
る
学
校
統
合
検
討

委
員
会
に
お
い
て
、
河
辺
地
域
の
河
辺

小
、
戸
島
小
の
２
校
は
、
対
象
校
の
関

係
者(

地
域
代
表
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表)

で
、
統

合
の
可
否
を
検
討
中
で
す
。

　

そ
の
第
２
回
と
な
る
学
校
統
合
検
討

委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の

で
、
傍
聴
希
望
の
か
た
は
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時･

会
場
▼

11
月
５
日
(木)
午
後
６
時
30

分
〜
７
時
30
分
、
河
辺
市
民
Ｓ
Ｃ
で
。

受
け
付
け
は
先
着
順
で
す(

定
員
を
超
え

た
場
合
は
入
場
制
限
あ
り)

●
問
い
合
わ
せ　

学
校
適
正
配
置
推
進

室
☎(

８
８
８)

５
８
１
２

７　広報あきた　2020年10月16日号

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

申
請
書
兼
代
理
受
領
委
任
状｣

を
記

入
し
、
助
成
額
を
差
し
引
い
た
接
種

料
金
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
本
人

確
認
書
類(

保
険
証
な
ど)

と
印
鑑(

申

請
者
本
人
が
自
署
す
る
場
合
は
不

要)

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

協
力
医
療
機
関
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
る
か
、
健
康
管
理
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
②　

①
以
外･
市
外･

県
外

の
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合

　

医
療
機
関
で
接
種
料
金
を
全
額
支

払
っ
た
あ
と
、
健
康
管
理
課(

八
橋

の
市
保
健
所
１
階)

で
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い(

郵
送
可)

。

申
請
期
限
▼

来
年
３
月
10
日
(水)
ま
で

提
出
書
類
▼

健
康
管
理
課
に
あ
る｢

イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
助

成
金
交
付
申
請
書｣(

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可)

と
医

療
機
関
が
発
行
し
た
領
収
書
の
原
本

今年度
限定！

　

今
年
10
月
１
日
か
ら
来
年
２
月
28

日
(日)
ま
で
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
を
受
け
た
お
子
さ
ん
を
対
象

に
、
今
年
度
に
限
り
接
種
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

 【
問
い
合
わ
せ
】　

健
康
管
理
課
☎(

８
８
３)

１
１
７
９

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
２
６
６
２
９ 

対
象

秋
田
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
生
後
６

か
月
〜
16
歳
未
満(

中
学
生)

の
お
子

さ
ん
。
た
だ
し
、
16
歳
未
満
で
も
高

校
生
は
対
象
外
で
す

助
成
額

初
回
接
種
日
に
生
後
６
か
月
以
上
13

歳
未
満
の
お
子
さ
ん

＝
１
回
１
千
円(

２
回
ま
で)

初
回
接
種
日
に
13
歳
以
上
16
歳
未
満

(

中
学
生)

の
お
子
さ
ん

＝
１
回
１
千
円(

１
回
限
り)

申
請
方
法
①　

市
内
の
協
力
医
療
機

関
で
接
種
し
た
場
合

　

医
療
機
関
に
あ
る｢

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
助
成
金
交
付

＊
医
療
機
関
に
よ
り
、
接
種
対
象
年
齢
が

決
ま
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。

＊�

掲
載
し
た
催
し
な
ど
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
な
ど
の
た
め
、
中
止
ま
た
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
実
施

の
有
無
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
主
催
者
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
場
で
は
マ
ス
ク

の
着
用
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

河
辺
地
域
で
学
校
統
合
検
討

委
員
会
を
開
催
し
ま
す

市
の
任
期
付
職
員
を
募
集
し

ま
す(

情
報
通
信
技
術
分
野)

子予助 子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す



◆
10
月
15
日
(木)
▼
21
日
(水)
は

　

｢

違
反
建
築
防
止
週
間｣

で
す

　
　

10
月
16
日
(金)
に
は
、
一
斉
公
開
建

築
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ

　
　

建
築
指
導
課
☎(

８
８
８)

５
７
６
９

　

市
が
発
注
す
る
小
規
模
修
繕(

50
万
円

以
下)

の
受
注
を
希
望
す
る
業
者
の
追
加

登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。
申
請
要
領･

用

紙
は
、
市
役
所
４
階
の
契
約
課
で
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
２
１
２
５

対
象
▼

秋
田
市
内
に
主
た
る
事
業
所
が
あ

る
か
た
。
個
人
、
法
人
、
建
設
業
の
許

可
の
有
無
、
経
営
規
模
、
従
業
員
数
な

ど
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
建
設
工
事
の
業

者
登
録
を
行
っ
て
い
る
か
た
は
申
請
で

き
ま
せ
ん(

す
で
に
、
小
規
模
修
繕
の
受

注
希
望
業
者
の
登
録
を
行
っ
て
い
る
か

た
は
、
申
請
は
不
要
で
す)

有
効
期
間
▼

12
月
１
日
(火)
か
ら
来
年
５
月

31
日
(月)
ま
で

申
し
込
み
▼

11
月
２
日
(月)
か
ら
13
日
(金)
ま

で
の
平
日
、
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
５
時
に
、
契
約
課
で
受
け

付
け
ま
す

●
問
い
合
わ
せ　

　

契
約
課
☎(

８
８
８)

５
４
３
６

　

11
月
５
日
の｢

津
波
防
災
の
日｣

は
、

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
、
こ

れ
ま
で
に
受
け
た
津
波
被
害
の
教
訓
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
定
め
ら
れ
た
も

の
で
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
全
国
で
津
波

防
災
に
関
す
る
普
及･

啓
発
活
動
や
、
津

波
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
り
早
く
、
よ
り
高
く
、

　
　
　
　
　

よ
り
遠
く
の
心
構
え

　

地
震
が
起
き
た
ら
、
ま
ず
は｢

よ
り
早

く｣

避
難
し
、
今
い
る
場
所
か
ら｢

よ
り

高
い｣

場
所
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
時
間
的
な
余
裕
が
あ
れ
ば｢

よ
り
遠

く｣

へ
逃
げ
ま
し
ょ
う
。

◆
11
月
５
日
(木)
に
津
波
避
難
訓
練
を

実
施
し
ま
す

　

茨
島
地
区
を
対
象
と
し
た
津
波
避
難

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
予
防
対
策
を
と
り
な
が

ら
実
施
し
ま
す
の
で
、
対
象
地
域
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
津
波
警
報
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

　

11
月
５
日
(木)
正
午
か
ら
約
３
分
間
、

沿
岸
部
に
あ
る
11
か
所(

右
の
地
図)

の
津

波
警
報
サ
イ
レ
ン
を
一
斉
に
鳴
ら
し
ま

す
。
災
害
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

防
災
安
全
対
策
課

☎(

８
８
８)

５
４
３
４

　

川
尻
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
都

市
計
画
変
更
案(

計
画
区
域
の
一
部
廃
止)

を
お
見
せ
し
ま
す
。

縦
覧
期
間
▼

10
月
19
日
(月)
か
ら
11
月
２
日

(月)
ま
で
の
平
日
、
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

縦
覧
場
所
▼

市
役
所
４
階
の
都
市
計
画

課
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。
ま
た
縦
覧
期
間
中
に
、
変
更

案
へ
の
意
見
書
も
提
出
で
き
ま
す

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
２
６
５
７
０

●
問
い
合
わ
せ　

　

都
市
計
画
課
☎(

８
８
８)

５
７
６
４

８

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

文中の｢広報ID番号｣を、秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると当該ページへ移行します ｢広報ID番号｣をここに入力！

小
規
模
修
繕
の
受
注
希
望
業

者
の
追
加
登
録
の
申
し
込
み

都
市
計
画
の
変
更
案
を

お
見
せ
し
ま
す

11
月
５
日
は
津
波
防
災
の
日

国
勢
調
査
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

10
月
１
日
を
基
準
に
行
わ
れ

て
い
る
国
勢
調
査
へ
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

回
答
の
提
出
が
確
認
で
き
な

い
世
帯
に
対
し
て
は
、
10
月
16

日
(金)
か
ら
調
査
員
が
督
促
に
関

す
る
書
類
を
配
布
し
ま
す
の

で
、
調
査
票
に
鉛
筆
で
ご
記
入

後
、
郵
送
で
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す(

行
き
違
い
に
よ
り
、
す

で
に
回
答
さ
れ
て
い
る
場
合
は

ご
容
赦
く
だ
さ
い)

。

　

な
お
、
世
帯
の
実
態
が
確
認

で
き
な
い
場
合
は
、
調
査
員
が

近
隣
の
か
た
へ
聞
き
取
り
調
査

を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

国
勢
調
査
秋
田
市
実
施
本
部

☎(

８
８
８)

５
４
７
０

津波警報サイレンの設置箇所



９　広報あきた　2020年10月16日号

　

町
内
の
み
な
さ
ん
で
協
力
し
て
、
落

ち
葉
な
ど
が
散
乱
し
て
い
る
地
域
の
公

園
や
道
路
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

清
掃
活
動
の
実
施
日
な
ど
は
、
あ
ら
か

じ
め
町
内
会
で
決
め
た
上
で
、
住
民
の

み
な
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
清
掃
活
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
に
配
慮
し
な

が
ら
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

各
種
問
い
合
わ
せ･

申
し
込
み

(

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分)

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
が
必
要
な
町
内

は
、
環
境
都
市
推
進
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
☎(

８
８
８)

５
７
０
９

■
ご
み
は
家
庭
ご
み
の
日
に
収
集
す
る

の
で
、
所
定
の
集
積
所
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
大
量
に
ご
み
が
出
る
場
合

は
、
環
境
都
市
推
進
課
へ
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い

■
泥
や
さ
び
な
ど
が
付
着
し
た
び
ん･

缶

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
に
入
れ
て
、

家
庭
ご
み
の
日
に
集
積
所
へ
出
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
環
境
都
市
推

進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合
は
、
そ

の
ま
ま
の
状
態
に
し
て
廃
棄
物
対
策

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎(

８
８
８)

５
７
１
３

■
放
置
自
転
車
は
、
移
動
せ
ず
に
、
最

寄
り
の
交
番
か
警
察
署
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い

■
側
溝
清
掃
用
土
の
う
袋
や
ふ
た
上
げ

機
を
使
用
す
る
場
合
は
、
道
路
維
持

課(

市
役
所
３
階)

へ
事
前
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
☎(

８
８
８)

５
７
５
１

■
土
の
う
袋
の
配
布
は
道
路
維
持
課

で
、
ふ
た
上
げ
機
の
貸
し
出
し
は
、

寺
内
字
蛭
根
の
旧
道
路
維
持
課
で
行

い
ま
す
。
清
掃
後
、
回
収
希
望
の
土

の
う
袋
の
数
と
集
積
場
所
を
道
路
維

持
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

■
公
園
内
の
ご
み
は
、
集
積
所
に
出
さ

ず
、
清
掃
後
に
公
園
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
☎(

８
８
８)

５
７
５
３

■
清
掃
全
般
の
問
い
合
わ
せ
は
環
境
総

務
課
へ
。
☎(

８
８
８)

５
７
０
５

　

特
定
天
井
耐
震
改
修
工
事
の
た
め
、

北
部
市
民
Ｓ
Ｃ(

キ
タ
ス
カ)

の
体
育
館
と

地
域
文
化
ホ
ー
ル
は
、
10
月
19
日
(月)
か

ら
来
年
３
月
31
日
(水)
ま
で
利
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

北
部
地
域
住
民
自
治

協
議
会
☎(

８
４
６)

１
１
３
３

　

｢

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金｣

は
、
公

的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得

額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
対
象
と
な
る
か
た
に

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
手
続
き

の
ご
案
内
が
10
月
中
旬
か
ら
順
次
届
け

ら
れ
ま
す
。
10
月
30
日
(金)
ま
で
に
手
続

き
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
12
月
の
支

払
い
と
な
る
予
定
で
す
。
期
限
が
過
ぎ

た
場
合
は
、
支
払
い
が
遅
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

秋
田
年
金
事
務
所☎(

８
６
５)

２
３
９
２

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

０
５-

１
１
６
５

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

地
域
を
き
れ
い
に
！

11
月
は
秋
の
清
掃
月
間
で
す

新型コロナウイルスの
感染対策への寄付
ありがとうございます

●上の写真は９月18日の贈呈式で。穂積市
長の右が同社秋田支社の山下博巳千秋営業
所長、右端が簾内美穂千秋営業所kizuna委
員長、左端が伊藤保健所長

　明治安田生命保険相互会社から、従

業員の募金に会社の寄付を上乗せした

｢私の地元応援募金｣417,400円を寄付

していただきました。　

保健総務課☎(883)1170

●上の写真は９月18日の贈呈式で。穂積市
長の右が同協会の林 明夫会長、そのほか、
右から佐藤教育長、同協会の長谷川尚造会
計理事、山岡緑三郎副会長、伊藤保健所長

　一般社団法人秋田市建設業協会の新

型コロナウイルス感染対策を考える会

から、体温を計測するサーマルカメラ

ほか７品目を寄付していただきまし

た。教育委員会総務課☎(888)5803

キ
タ
ス
カ
の
体
育
館
と
地
域

文
化
ホ
ー
ル
の
利
用
休
止
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教
え
て
ネ 

地
域
の
話
題

　

｢

カ
ル
チ
ャ
カ
イ｣

は
、
文
化
創
造
館
開
館
後
に
館
内

や
中
心
市
街
地
周
辺
で
実
現
し
て
み
た
い
ア
イ
デ
ア
や

イ
メ
ー
ジ
を
話
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

　

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
秋
田
公
立
美
術
大
学
の
藤 

浩
志
教

授
や
他
の
参
加
者
と
一
緒
に
考
え
て
み
る
こ
と
で
、
モ

ヤ
モ
ヤ
し
た
考
え
か
ら
面
白
い
企
画
が
生
ま
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
お
一
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
大
歓
迎
！ 

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申し込み

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
あ
き
た
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
、
件
名
は｢

カ
ル
チ
ャ
カ
イ
参
加

希
望｣

と
書
い
て
く
だ
さ
い
。☎(

８
８
８)
８
１
３
７

Ｅ
メ
ー
ル pro

gram
@

artscenter-akita.jp

日時

参加
無料

11
月
３
日
(火)

12
月
20
日
(日)

午
後
１
時
〜
４
時

会場

に
ぎ
わ
い
交
流
館
２
階
ア
ー
ト
工
房
１
、２

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
あ
き
た

☎(

８
８
８)

８
１
３
７

　

２
人
以
上
の
メ
ン
バ
ー
が
、
文
化
創
造
館

や
中
心
市
街
地
で
行
う
活
動
で
、
こ
れ
ま
で

の
文
化
活
動
に
加
え
、
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
。
来
年
４
月
か
ら
12
月
末

ま
で
の
間
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

文
化
創
造
館
オ
ー
プ
ン
後
に
、
同
館
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
一
緒
に
中
心
市
街
地
を
盛
り

上
げ
る
企
画
を
募
集
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

こ
ん
な
活
動
を

企
画
し
て
く
だ
さ
い
！

込
締
切
は
１
月
４
日
(月)
。
応
募
用
紙
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
、
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

あ
き
た
へ
請
求
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
採
用
の
可
否
は
、
オ
ー
プ
ン
当
日
、
文

化
創
造
館
で
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
審
査
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
２
６
６
４
５

申

今回は
特別編！

　

令
和
３
年
３
月
21
日
(日)
に
開
館
す
る｢

秋
田

市
文
化
創
造
館｣

の
あ
る
千
秋
公
園･

中
心
市

街
地
界
隈
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
何
や
ら
楽
し
げ

な
話
題
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
地
域
の
話
題
〝
特
別
編
〟
と
し

て
、
文
化
創
造
館
関
連
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

｢

乾
杯
ノ
練
習｣

は
、
文
化
創
造
館

の
オ
ー
プ
ン
に
先
駆
け
、
新
し
い
知

識･

視
点
に
出
会
い
、
創
造
力
を
刺
激

す
る
場
と
し
て
、
市
内
各
所
で
展
開

し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

９
月
26
日
に
は
、｢

ダ
イ
ア
リ
ー
シ

ア
タ
ー
〜
千
秋
公
園
編
〜｣

と
い
う

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
日
常
の
一
コ
マ

を
台
本
に
し
て
演
じ
る
と
い
う
内
容

で
、
参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
公

園
内
を
巡
っ
た
後
、
そ
こ
で
感
じ
た

こ
と
を
ベ
ー
ス
に
物
語
を

作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ユ
ニ
ー

ク
な
視
点
の
短
編
劇
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

演
劇
な
ら
で
は
の
〝
生

み
の
苦
し
み
〟
を
体
験
し

た
み
な
さ
ん
で
し
た
が
、

凝
縮
さ
れ
た
中
に
も
、
芝

居
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く

楽
し
み
も
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
た
様
子
で
し
た
。

グ
ル
ー
プ
別
で

公
園
内
で
ネ●

●タ
探
し

次
回
の

｢

乾
杯
ノ
練
習｣

は

こ
ち
ら
！

秋田市文化創造館完成図

カ
ル
チ
ャ
カ
イ

カ
ル
チ
ャ
カ
イ

即
席
の
お
芝
居
を

み
ん
な
が
演
じ
ま
し
た

文
化
創
造
館
と
一
緒
に
行
う

企
画
を
大
募
集
！

文
化
創
造
館
と
一
緒
に
行
う

企
画
を
大
募
集
！



　双眼鏡を買いました。
星空が見たくて。暗がり
に双眼鏡を向けるとびっ
くり！ たくさんの星が
キラキラと！ インター
ネットで調べると、どう

やら有名な星雲なんかも見えるみたい(ま
だ見つけられませんが…)。
　コロナ禍でストレスが溜まって、小さ
な事でイライラしたりするときは、星空
を眺めてみてはいかがですか。うつむく
よりも上を向いた方が、きっと気持ちも
アゲアゲ　 (上向き)になりますよ(つ)

11　広報あきた　2020年10月16日号

●
９
月
18
日
号
表
紙
の
ダ
リ
ア
、
素

晴
ら
し
い
で
す
ね
！ 

誕
生
お
祝
い

の
ダ
リ
ア
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
と
て
も

い
い
と
思
い
ま
す
。
表
紙
の
写
真

で
な
ん
だ
か
気
持
ち
が
上
が
り
ま

し
た(

ざ
め
こ　

50
歳･
千
秋)

● 

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
と
、
手
始

め
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
近
所

の
ス
ー
パ
ー
へ
歩
い
て
買
い
物
に

行
く
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。
手
に

持
て
る
だ
け
の
量
を
買
い
、
少
し

ず
つ
運
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
こ
の
習
慣
を
続
け
て
い
こ
う
と

決
心
し
ま
し
た
！

(

エ
コ
マ
マ　

55
歳･

牛
島)

● 

早
速
秋
田
市
飲
食
店
応
援
ク
ー
ポ

ン
を
使
い
食
事
に
行
き
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
家
族
そ
ろ
っ
て
の
外

食
で
、
お
い
し
く
て
楽
し
い
１
日

で
し
た(

ぴ
っ
ぴ　

58
歳･

土
崎
港)

● 

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
も
始
ま
り
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
申
請
し
ま
し
た
。
ス
マ

ホ
か
ら
写
真
を
撮
影
し
、
申
請
で

き
た
の
で
思
っ
た
よ
り
も
簡
単
で

し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

で
き
た
ら
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
も

申
請
し
ま
す

(

ノ
ー
す
ま
ん　

36
歳･

保
戸
野)

● 

暑
か
っ
た
夏
が
過
ぎ
去
り
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
に
は
良
い
季
節
に
な

り
、
千
秋
公
園
お
堀
に
行
っ
て

コ
ー
ヒ
ー
や
メ
ロ
ン
パ
ン
な
ど
の

「
食
ス
ポ
ッ
ト
」
を
楽
し
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す

(

す
ず
め　

63
歳･

手
形)

●
旅
行
も
帰
省
も
ま
ま
な
ら
ず
、
こ

の
夏
は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
す
る
こ
と

が
増
え
ま
し
た
。
県
外
の
息
子
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
、
オ
ン
ラ
イ

ン
だ
け
で
は
心
も
と
な
い
で
す
。

直
接
会
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た

(

お
く
と
ぱ
す　

54
歳･

東
通)

●
秋
田
駅
西
口
駅
前
広
場
が
緑
の
芝

で
美
し
く
な
り
、
う
れ
し
く
思
い

ま
す

（
工
藤
直
正
さ
ん　

78
歳･

下
新
城)

広報
クイズ

　広報クイズは、毎月第３金曜日発

行号に掲載しています。正解したか
たの中から抽選で10人に図書カー
ド1,000円分を差し上げます。
　広報あきたや市政テレビ番組の感
想などを添えて、ご応募ください。

No.338

Ｑ
１

Ｑ
２

10月は食品●●削減月間！
●に入るカタカナは？

｢飛躍の時代 秋商魂永遠に｣
秋田商は今年度、創立何周年？

＊ 答えは広報あきた10月２日号･16日号
の記事中から探してね♪

応募方法 ( 応募は１人１件です )

はがき、FAX、Eメールに、｢広報
クイズ｣と明記し、答えと住所、氏
名(ふりがな)、年齢、電話番号を書
いて、10月26日(月)(必着)まで、
〒010-8560 秋田市役所広報広聴課
FAX(888)5472
Eメール ro-plpb@city.akita.akita.jp

＊ 採用された際、氏名の記載を希望しな
いかたは、ペンネームも忘れずにお書
き添えください。

前回のクイズの答え
Ｑ１＝ 西 口　Ｑ２＝10月 ７ 日
当選者▶MJ(川元)、柏谷宏暁(大住)、胡蝶
蘭(外旭川)、子吉光夫(泉)、しーちゃん
(新屋)、そら(川元)、ちびまま(将軍野)、
トラフグ(八橋)、ひとり歩き大好き(新
屋)、マスカット(新屋)

＊ 応募件数208件のうち、正解は185件。

ち
ょ
っ
と
一
息

読
者
の
伝
言
板

９月18日号の当選者(敬称略)

　秋田･岩手地域連携軸推進協議会では、国道13号
･46号･106号の周辺８市町内(潟上市、秋田市、
大仙市、仙北市、雫石町、滝沢市、盛岡市、宮古
市)にある道の駅や観光施設で売っている特産品
などを組み合わせたオリジナルメニューのアイデ
アを募集中です！ 締め切りは11月16日(月)。
　優秀作品には賞品も！ 詳しくは、右記コード
からアクセスして、公式インスタグラムをご覧ください。同協
議会事業担当(岩手県雫石町政策推進課内)☎019-692-6499

みんなでつくる！〝横軸フュージョンめし〟みんなでつくる！〝横軸フュージョンめし〟

か
ら

当
担
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保育施設一覧

保育施設一覧保育施設一覧

表中の略称とマークの意味

■｢保｣＝認可保育所(保育を行う施設)／｢認｣＝認定こども園(教
育･保育を一体的に行う施設)／｢小｣＝小規模保育(３歳未満児
が対象。定員６〜19人の少人数保育)／｢事｣＝事業所内保育
(事業所内で地域の３歳未満児も保育する施設)

■｢★｣＝３歳を迎えた年度で卒園する施設／｢▲｣＝入所に年齢
制限のある施設／｢■｣＝来年４月開園に向けて準備中の施設
／｢□｣＝来年４月に認可保育所から移行予定の施設　

■表右の｢●｣は実施あり、｢※｣印付きは他園児童の利用不可
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　令和３年度、12ページの表の保育施設
へお子さんの入所を希望されるかたの申請
を11月２日(月)から受け付けます。申請の
際、世帯全員の個人番号(マイナンバー)を
確認できる書類(通知カードなど)と、申請
者の身分証明書(顔写真のついたものなど)
が必要です。
　なお、12月以降も施設の空き状況に応じ
て受け付けます。詳しくは市ホームページ
をご覧ください。◆広報ID番号1026268

問い合わせ▶子ども育成課☎(888)5692

◆幼児園への入所をご希望のかたは、お住まいの
小学校区にある下記の幼児園へお問い合わせく
ださい。

　　■金足西幼児園(対象▶０歳児〜)☎(873)2152　
　　■上新城幼児園(対象▶６か月〜)☎(870)2645　

◆幼稚園、認定こども園(教育部分)へ入園希望の
かたは、各施設へ直接お申し込みください。

入所初日に秋田市に住民票があり、保護者
が次の理由でお子さんを保育できない場合
(入所は生後８週を経過してから)
▶保護者(父、母)が１日４時間以上かつ週４
日以上就労または就学している場合 

▶母親が妊娠中か出産後間もない場合(入所
期間は出産予定日の前後各８週の期間内) 

▶保護者に病気や障がいがある場合、また
は病気のかたか障がい者を常時介護して
いる場合　など

＊現在妊娠中で、産休･育休を取得後、令和４年３
月末までに職場復帰されるかたも仮申込ができ
ます。

＊就労証明書などは、市ホームページからもダウ
ンロードできます。

▶子ども育成課▶8:30〜17:15
…11月２日(月)から６日(金)までは19:00

まで受け付けます
▶各市民サービスセンター(中央･東部･南部
別館を除く)▶8:30〜17:15

▶子ども未来センター▶9:00〜18:00
▶各公立保育所▶8:30〜17:00

◆広報ID番号は市ホームページ画面上でのページ検索の際
に入力してください

入
所
申
請
が
で
き
る
か
た

申
請
用
紙
の
配
布
場
所･

添
付
書
類

申
請
場
所･

時
間

申請用紙の配布場所　
▶子ども育成課(市役所２階)
▶子ども未来センター(アルヴェ５階)
▶各市民サービスセンター
 (中央･東部･南部別館を除く)
▶各公立保育所(６か所)
申請用紙と一緒に提出する書類
▶父母の就労証明書など、保育理由となる
証明書類

▶世帯の状況により、課税証明、戸籍謄本、
生活保護受給証明、幼稚園在籍証明など　

★申請に必要な書類を来庁前に確認できます
　インターネットサービス｢秋田市くらし
の手続きガイド｣では、画面に従いチェッ
ク項目を入力することで、保育所入所申請
時に必要な書類を来庁前に確認できます。
　市ホームページのトップ画面からアクセ
スしてください。下記アイコン(画面上は青
色)が目印です。保育所ページは10月21日
(水)からご覧になれます。

申請期間

11月２日(月)

期間中の平日に受け付けます

▼

　　 30日(月)

令和３年度

保育施設への

入所申請が始まります



日時▶11月13日(金)9:00〜12:00
会場▶市保健所(八橋)　先着▶３組
申込▶子ども健康課☎(883)1174

太字の( )内はお子さん
の対象です。
◆泉のすこやか学級
(就学前)　10月27日(火)10:00〜
11:30、八橋地区コミュニティセン
ターで。八橋･寺内･泉の各地区合同
の運動会！ 申込▶泉地区主任児童委
員の柴田さん☎090-7668-7217
◆ほっと広場(０〜５歳)　
11月９日(月)･30日(月)、10:00〜
11:30、広面児童館で。保険料１家
族各50円。問▶HOTの会の堀江さん

☎(837)0584

◆南部地区主任児童委員交流会｢かん
たん工作教室｣(南部地区在住の就園前)　
11月18日(水)、10:00〜、11:00
〜、南部市民SC別館(牛島)で。先着
各15組。申込▶10月17日(土)から11
月４日(水)までに、仁井田地区主任
児童委員の内出さんへ、電話または
ショートメールで。

☎090-1666-6349
…………………………………………

◆ベビーマッサージ＆サイン教室
(生後２か月〜１歳)　赤ちゃんとス
キンシップを図りましょう♪ 12月
３日(木)･10日(木)･17日(木)･24日
(木)、１月14日(木)･21日(木)、10:30
〜12:00、県立武道館で。参加費
3,360円。先着15組。教室終了後
は、毎回交流会も行います。申込▶11

月４日(水)9:00から県立武道館
☎(862)6651

太字の( )内は園の所在地
とお子さんの対象です。
持ち物など、詳しくはお
問い合わせください。
◆日新保育園(新屋町･就学前)　
①10月22日(木)、②11月12日(木)、
9:45〜11:00。②は栄養士のお話
も。問▶☎(828)3211
◆勝平保育園(新屋･就学前)　
11月２日(月)10:00〜11:00。おま
つりごっこ。問▶☎(823)4520
◆上北手保育園(上北手･就学前)　
11月10日(火)10:00〜11:00。
問▶☎(839)3595

14＊スペースの都合などにより、｢育児コーナー｣に掲載依頼があったすべてを掲載できない場合があります。ご了承ください。

地域で育児 ★ ★

育
児
コ
ー
ナ
ー
！会　場 催し(お子さんの対象) 内　容　／　先　着 日　時

子ども未来
センター
(アルヴェ５階)
☎(887)5340 ぴよぴよ広場(生後２〜６か月) パッとできるおもちゃ／各12組

11/12(木) ①10:15〜 ②10:50〜
申 11/ ４(水)10:00〜

ぴょんぴょん広場(１歳７か月〜就学前) 木のおもちゃで遊ぼう／12組 申 10/28(水)10:00〜

おはなし会(就学前) 絵本の読み聞かせ 11/10(火)10:30〜11:00

中央
子育て交流ひろば
☎(888)5652

ころころマカロンのおへや
(０歳〜１歳11か月)

紙人形劇｢ぞうさんのぼうし｣
(３階和室で)／７組

11/ ５(木)10:30〜10:50 申 10/27(火) 9:00〜

ぷりぷりプリンのおへや(２〜３歳) 幼児食講座(３階和室で)／７組 11/12(木)10:30〜10:50 申 11/ ２(月) 9:00〜

東部
子育て交流ひろば
☎(853)1082

ぱるぱる工作(就学前) ハロウィングッズ作り
(２階和室で)／９組

10/22(木) ①10:00〜 ②10:30〜 ③11:00〜
申 10/19(月) 9:00〜

ぱるぱるホール(就学前) 10/29(木)10:00〜11:15交通安全教室(１階多目的ホールで)／20組

おはなしの部屋(就学前) 11/ ５(木)10:15〜10:30手遊びと絵本の読み聞かせ／５組

西部
子育て交流ひろば
☎(826)9007

おもいっきりあそぶday(就学前) 11/ ４(水)10:00〜11:00 申 10/28(水) 9:00〜

わくわくシアターるーむ(就学前) 手遊びと絵本の読み聞かせ／５組 11/10(火)10:30〜10:45 申 11/ ２(月) 9:00〜

体を動かそう(１階多目的ホールで)／20組

北部
子育て交流ひろば
☎(893)5985

とっとこタイム(２〜３歳) 10/21(水)10:30〜11:00エプロンシアター｢大きなかぶ｣／10組

はかってみようday(就学前) 10/30(金)10:00〜11:00身体測定（入室は10組）

おうた･おはなしタイム(就学前) 11/ ６(金)10:15〜10:30手遊びと季節の歌／10組

ハロウィン in キタスカ(就学前)
トリックorトリートの合言葉で
お菓子をもらおう／50人

10/28(水)10:30〜11:00

河辺
子育て交流ひろば
☎(882)5146

雄和
子育て交流ひろば
☎(886)5530

はっぴぃるーむ(就学前) 10/26(月)10:30〜10:50 申 10/19(月)10:00〜

まるさんかくしかく(就学前) 段ボールピザを作ろう／10組 11/ ５(木) 9:30〜11:30 申 10/29(木)10:00〜

ハロウィン！(３階地域文化ホールで)／10組

おもちゃのチャチャチャ工作(就学前) ハロウィングッズ作り／10組 10/27(火)10:30〜11:10 申 10/19(月)9:00〜

ぐーちょきぱぁ＆健康講座
(就学前)

お誕生会、パネルシアター、
歯の健康についての話／７組 11/10(火)10:30〜11:20

11/ ５(木)10:30〜11:10

親 子 で 遊 ぼ う ！ 参 加 無 料

園開放へ行こう！

定員は先着順です
　　＝要申込の催しで、申込開始日です申



お子さんの誕生を祝い、２千円相当
のダリア券を贈呈する｢ありがとうの
ダリア｣推進事業を行っています。
現在、秋田市産ダリアは見頃を迎え
ています。お手元にダリア券がある
かたは、この時期の交換がおすすめ
です！ 対象など詳しくは、市ホーム
ページをご覧ください。

〈広報ID番号 1011375〉
問▶産業企画課☎(888)5724

各市立図書館(明徳館を除く)などで、
読み聞かせの後に、絵本２冊が入っ
た｢ブックスタートパック｣を差し上
げています。配布対象の絵本をすで
にお持ちの場合は､別の絵本と交換
します。会場･時間など、詳しくは市
ホームページをご覧ください。

〈広報ID番号 1005871〉
対象▶参加日時点で生後４か月から１
歳になるまでのお子さん　持ち物▶母
子健康手帳、参加申込書(出生･転入
届の提出時に配布しています)
問▶子ども育成課☎(888)5692
＊新型コロナウイルスの感染予防対

策のため、各子育て交流ひろばで
は、ブックスタートパックのお渡
しのみとなります。

対象▶生後２〜６か月のお子さんと
父親(母親同伴で)　日時▶10月29日
(木)10:30〜11:30　会場▶アルヴェ
４階和室　先着▶６組　
申込▶10月20日(火)10:00から子ど
も未来センター☎(887)5340

講師は、ベビーケアセラピ
ストの髙橋望美さん。
対象▶生後３〜６か月のお子さんと保
護者　日時▶11月11日(水)10:30〜
11:30　会場▶南部市民SC２階和室
先着▶９組　
申込▶10月20日(火)9:00から南部子
育て交流ひろば☎(838)1216

インストラクターが指導します。
対象▶就学前のお子さんがいる母親　
日時▶11月17日(火)10:30〜11:30　
会場▶雄和市民SC２階洋室２　
定員▶５組　
申込▶10月26日(月)9:00から雄和子
育て交流ひろば☎(886)5530

０〜５歳のお子さんが対象です。時
間は9:45〜11:00。詳しくは、各保
育所(太字)へお問い合わせください。
11月 ４日(水)▶岩見三内☎(883)2555
11月 ５日(木)▶寺内☎(863)6253
11月 ５日(木)▶雄和中央☎(886)2595
11月12日(木)▶新波☎(887)2014
11月17日(火)▶河辺☎(882)3056
11月18日(水)▶川添☎(886)2139

歯みがきレッスンと歯科衛生士、栄
養士のお話。
対象▶生後10か月〜１歳１か月頃の
お子さん　日時▶11月17日(火)10:00
〜11:30　会場▶市保健所(八橋)　
先着▶12組　
申込▶10月19日(月)から子ども健康課

☎(883)1174

問▶子ども健康課☎(883)1174
◆２歳児歯科健診
受診場所は協力医療機関です。２歳
児歯科健診受診券と一緒に送付して
いる協力医療機関名簿や市ホーム
ページでご確認ください。
受診期間▶２歳になった日から２歳６
か月になる月の末日まで(なるべく２
歳２か月までに受けてください)
持ち物▶２歳児歯科健診受診券

〈広報ID番号 1011810〉
◆フッ化物塗布を受けましょう
歯の質を強くするフッ化物を、協力
歯科医療機関で無料で１回塗っても
らえる受診券を交付しています。お
持ちでないかたはご連絡ください。
詳しくは市ホームページをご覧くだ
さい。〈広報ID番号 1005928〉
お子さんの対象と受けられる時期
▶２歳児＝２歳児歯科健診時
▶１歳児･３歳児･４歳児･５歳児＝そ
れぞれの誕生日から６か月後の末日
まで(今年４月１日以降に各年齢の誕
生日を迎えたかたが対象です)

｢落ち着きがない｣｢集団行動が苦手｣
など、お子さんへの関わり方の相談
に、臨床心理士が応じます。
対象▶３歳児健診を終えた就学前のお
子さんがいる保護者　日時▶11月９
日(月)13:30〜16:30(１人１時間程
度。相談日時の調整も可)　先着▶３人
申込▶子ども健康課☎(883)1174

対象▶就学前のお子さんと保護者　
日時▶11月12日(木)10:00〜11:00　
会場▶東部市民SC２階和室　
先着▶６組　
申込▶11月４日(水)9:00から東部子育
て交流ひろば☎(853)1082

保健師、栄養士、歯科衛生士による
個別相談。

15　広報あきた　2020年10月16日号

中央＝市役所２階、東部･南部･雄和＝各市民SC１階
西部･北部･河辺＝各市民SC２階

各子育て交流
ひろばの場所

育児コーナー！
笑顔がいいね

＊料金の記載がないものは無料です。　＊申込方法がないものは直接会場へ。
＊文中｢SC｣はサービスセンターの略。

■育児コーナーに掲載した催しは、新型コロナウイルスの影響により中止または変更になる場合があります
■会場では、マスクを着用するなど、感染予防対策にご協力をお願いします

ベビーマッサージ

保健師さんに健康相談

骨盤体操でスッキリ

歯ッピーバースデイ

お子さんの歯、大切に

すくすく電話相談室

乳幼児の育児相談

保育所開放で遊ぼう！

パパ向けベビーマッサージ

ブックスタートで
読み聞かせデビュー！

 〝ありがとうのダリア〟
今が見頃、交換どきです!
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　｢健康あきた市21｣の推進を目的として、家
族みんなで健康づくりに取り組む機会につなが
るように〝元気もりもり子ども絵画〟を、小･
中学校などを通して募集しました。
　選考の結果、右記の３人の児童·生徒の作品
が入賞しました。おめでとうございます！ な
お、作品は10月19日(月)から30日(金)まで、市
役所１階市民ホールに展示します。ぜひ、元気
あふれる楽しい絵画をご覧ください。

問い合わせ▶保健総務課☎(883)1170

◆秋田市保健所長賞(上の作品)
　旭南小学校１年 関川彩乃さん
◆健康あきた市21推進賞
　秋田きらり支援学校中学部３年 柴田晴妃さん
　飯島小学校２年 大谷華子さん

10月は健康づくり月間です
　食べ物を取り込む〝口〟は、まさ
に消化管の入り口。むし歯や歯周病
で歯を失うと、からだ全体に大きな
影響を及ぼすと言われています。
　歯周病は、口の中の歯周病菌など
が原因で、歯を支えている骨が溶か
されてしまう病気です。初期段階で
自覚症状はありませんが、これが進
行すると歯肉が腫れて出血し、歯を
支える骨が溶け始め、最終的には歯
が抜け落ちてしまうことも…。

　健康なからだで過ごし続けるために、
しっかり予防して丈夫な歯を保ちましょう！

◆糖尿病…免疫力が低下し、歯ぐきに炎症が起きやす
くなります。また、歯周病が進むと血糖値を調整す
る働きを妨げる物質が増え、糖尿病を悪化させる原
因になります。

◆動脈硬化…歯ぐきに炎症が起きると、血液を固まら
せる働きのある物質が増えます。また、歯周病菌が
血管壁を狭めて動脈硬化を促進すると考えられてい
ます。

◆誤
ご

嚥
えん

性肺炎…口の中の細菌が気管や肺に入り、肺炎
を起こす要因になります。

◆早産･低体重児出産…歯周病菌が出す毒素が胎盤に
影響し、早産のリスクが高まります。

◆骨粗しょう症…骨粗しょう症のかたが歯周病になる
と、さらに歯槽骨(あごの骨)がやせてしまいます。

　口腔がんとは｢舌がん｣｢歯肉がん｣｢口腔底がん｣な
ど、口の中(口腔)にできるがんの総称です。次の症状
が続く場合は、口腔がんの可能性があります。
□ 口腔内の痛み　□ 出血　□ しこり　□ 腫れ
□ 歯のぐらつきが続く　□ 口内炎が続く　など

　問い合わせ▶保健予防課☎(883)1178

　しかし、口腔がんの初期の段階では症状が少なく、
これら症状が出てきたときには、すでに進行していた
…ということもあります。｢口内炎がなかなか治らな
い｣などの症状には注意が必要です。日常的に口の中
をチェックして、気になることがあれば早めに歯科医
院を受診しましょう。
◆口腔がんを予防するために気をつけること！
▶禁煙する　▶飲酒を適量にする　▶むし歯･歯周病など
の早期治療　▶バランスの良い食生活　▶合わなくなっ
た入れ歯などを放置しない　▶歯みがき･うがいをして
口腔内を清潔に保つ　など

　毎日の歯みがきはもちろん大切ですが、定期健診を
受けることで、お口の中の小さな変化に気づくことが
できます。保健予防課では、下記のかたを対象に｢お
となの歯科健診｣を実施しています。問診や口腔内検
査のほか、お手入れに関するアドバイスも
行っていますので、ぜひご利用
ください。

対象▶30･40･50･60･70歳のかた
料金▶800円(70歳のかたは無料)

＊受診前に、希望する歯科医療機関に電話でお問い合わせくだ
さい。詳しくは｢秋田市健診ガイド｣をご覧ください。

知
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　令和３年度に、県･市の体育施設で国際･全国･東北
規模の大会や行事を予定している団体が対象です。
　スポーツ振興課(市役所３階)、ソユースタジアム(八
橋陸上競技場)、CNAアリーナ★あきたなどにある申
込書に大会･行事の開催要項を添えて、11月６日(金)
(期日厳守)までにお申し込みください。

スポーツ振興課☎(888)5611

＊市営施設は利用できない期間があります。詳しくはスポーツ
振興課へお問い合わせください。

①こまちスタジアム(４月24日〜)　
②向浜野球広場(４月24日〜)　
③向浜テニスコート(４月24日〜)　
④新屋ラグビー･サッカー場　
⑤県立中央公園球技場(６月中旬〜)　
⑥県立中央公園運動広場(６月中旬〜)　
⑦県立中央公園野球場(４月下旬〜)　
⑧県立中央公園野球広場(４月下旬〜)　
⑨県立中央公園テニスコート(４月中旬〜)

▶( )内は利用開始時期の予定 
▶①⑤⑥⑦は原則公式試合のみ
▶①⑫は１日２試合、⑤⑥は１日３試合までの利用

⑩ソユースタジアム(八橋陸上競技場)
(４月〜。芝生フィールドは５月〜)　

⑪さきがけ八橋球場(４月〜)　
⑫あきぎんスタジアム(５月〜)　
⑬スペースプロジェクト･ドリームフィール

ド(４月〜)　
⑭八橋多目的グラウンド(４月〜)　
⑮八橋テニスコート(４月〜)　
⑯雄和花の森野球場(４月〜)　
⑰北野田公園アリーナ･テニスコート

(テニスコートは４月〜)

＊上記以外の市営施設の利用を希望する場合は、
スポーツ振興課へお問い合わせください。

①〜③は向浜スポーツゾーン
総合事務所☎(895)5056
④は新屋運動広場☎(888)8050
⑤〜⑨は県立中央公園☎(886)3131
⑩〜⑰はソユースタジアム☎(823)1472

①県立体育館☎(862)3782　
②県立総合プール☎(895)5056
③県立武道館☎(862)6651

④CNAアリーナ★あきた ⑤茨島体育館 
⑥北部市民サービスセンター体育館 
⑦河辺体育館 ⑧雄和体育館 ⑨雄和南体育館

県営＝各施設へ直接お申し込みください
市営＝CNAアリーナ★あきた☎(866)2600
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県･市体育施設
団体使用申し込み
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10月19日(月)から健康
管理課☎(883)1180

①10月29日(木)▶若者のこころの悩みと対応方法
　あきた若者サポートステーションNPO法人KOU 大屋みはるさん

②11月20日(金)▶高齢者の自殺に関する精神疾患〜うつ病について〜
　清和病院院長 藤枝信夫さん

③12月18日(金)▶睡眠とこころの健康について
　秋田大学医学部附属病院精神科教授 三島和夫さん

④１月18日(月)▶これってアルコール依存症？ 
　〜秋田回生会病院での取り組みを紹介〜

　秋田回生会病院作業療法士 平岡雄哉さん、小野寺佑麻さん

⑤２月９日(火)▶支援者のメンタルヘルス
　協和病院臨床心理士 浅沼知一さん

14:00〜15:30
(ただし②は15:00まで、
③は14:30〜16:00)　

こころのケア
相談セミナー
　こころの悩みや健康
について考えてみませ
んか。先着各20人。

【実施日とテーマ･講師】

時間

会場 市保健所(八橋)

参加
無料

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
内
容
が

変
更･

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。



18

■18･19㌻の催しは、新型コロナウイルスの影響により中止または変更になる場合があります
■会場では、マスクを着用するなど、感染予防対策にご協力をお願いします

申し
込み

次のホームページからお申し込みください。
https://furu-po.com/spage.php?nm=project_akita01

 【１回目】11月１日(日)14:00〜17:00

　｢魅力｣の効果的な発掘･発信方法を学び、ツイッ
ターやインスタなどのSNS投稿、企業商品のPRにも
活用できる実践形式のワークショップです。

 【２回目】11月28日(土)14:00〜17:00

　各自で発掘した秋田市の｢魅力｣が、ふるさ
と納税の返礼品になるかも？!

会場
中央市民サービスセンター

洋室４(市役所３階)
参加無料
先着40人

講師 合同会社イーストタイムズの中野宏一さん

　あなたの思う｢秋田市の好きなところ｣が、全国全世
界に通用するまちの｢魅力｣になる！ ローカルのまだ
知られていない魅力の、効果的な発掘･発信方法を学
んでみませんか！

秋田市ローカル魅力発掘発信ワークショップ

さとぴあ無料開放デー

日時

10月25日(日) 

　農山村地域活性化センター｢さとぴあ｣(旧上新城

中学校)を無料で開放します。利用する場合は、事

前に時間と代表者名、人数をお知らせください。

多目的ホール(旧体育館)▶バドミントンのネット、
卓球台などの用具を設置します
研修室１〜４(旧音楽室･家庭科室･技術室･理科室)
▶サークルやグループでのご利用にどうぞ

　第２回 秋田市移住W
ウ ェ ブ

EB相談会

申し
込み

電話またはEメールで、氏名、Eメールアドレ
スを人口減少･移住定住対策課へお知らせくだ
さい。☎(888)5487
Eメール ro-plpo@city.akita.akita.jp

▶第１部 14:00〜　秋田市の子育てサービスの紹介
や保育園･幼稚園情報の提供。質問タイムも！

▶第２部 15:00〜　｢子ナビ｣＆地域おこし協力隊
が、子育てや秋田市での暮らしについての相談に応
じます。１組30分で、最大４組まで

　WEB会議システムを利用して、全
国どこからでも参加できます！ 子
育て相談のプロフェッショナル｢子
育てナビゲーター(子ナビ)｣が、地域
の子育て事情を紹介♪ 県外にご家

族や友人がいるかたは、ぜひお知らせください！

★県外にお住まいのみなさん
★生まれ育った秋田市で子育てがしたいかた 

子どもの学力全国トップクラスの
秋田で子育てしましょう♪ 

日時 10月24日(土)14:00〜17:15(２部制)

子育て
　　編

問い合わせ▶人口減少･移住定住対策課☎(888)5487

　新屋ガラス工房所属作家である柴田さんの自身
や周囲に存在する事象・記憶をテーマに、ガラス
オブジェとデッサン作品などを展示します。

新屋ガラス工房企画展

柴田有紀個展 稜
り ょ う

線
せ ん

を辿
た ど

る
日時 10月23日(金)▶11月１日(日)

9:00〜17:00(火曜休館)

問い合わせ 新屋ガラス工房☎(853)4201

入 館 無 料

申し込み
農山村地域活性化センターさとぴあ

☎(893)3412

①10:00〜12:00
②13:00〜15:00
③16:00〜18:00

申し
込み

10月25日(日)9:00からほくとライ
ブラリー明徳館☎(832)9220

　講師は秋田スリバチ学会会長の柳山 努さ

ん。地形図･絵図･地図･現在の写真などか

ら、久保田城下の痕
こ ん せ き

跡をたどり、今
こ ん に ち

日の秋

田市の成り立ちを読み解きます。

日時
11月３日(火)10:30〜12:00
　　    ４日(水)13:30〜15:00

会場
ほくとライブラリー明徳館
２階研修ホール

｢地形｣で実感！
秋田に残る｢江戸の面影｣

参加無料
先着各40人



秋
田
藩
や
佐
竹
氏
に
関
す
る
講
演
会

民俗芸能伝承館４階

　赤れんが郷土館が収蔵する、秋田ゆかりの作家による作

品や資料の中から、四季を彩る花々をテーマとした作品

を、日本画、版画、工芸などの分野から紹介します。

　深まりゆく秋と初冬の時季、さまざまな技法で表現され

た花のある風景をお楽しみください。

おもな作家…菅原洞旭、寺崎廣業、鷲谷竹圃、一木 弴、
恩地孝四郎、斎藤 清、岡村政子、田中良三、進藤春雄

　下記の催しは、自然科学学習館(アル
ヴェ４階)に集合してバスで会場へ移動
します。いずれも参加無料で、申し込み
は自然科学学習館へ。☎(887)5330

科学つめあわせ便 高専のカガク

申込開始 10月27日(火)16:00〜

対象 小学生以上のかた(小３以下は保護者同伴)

会場 秋田工業高等専門学校(飯島)

　スーパーボールを作ったり、弾むゴム
と弾まないゴムの性質の違いを実験で調
べたりします。定員12人。

日時 11月７日(土)13:00〜15:30

申込開始 10月20日(火)16:00〜

対象 高校生以上のかた

会場 小玉醸造㈱(潟上市)

　発酵のメカニズムなどの講話と、味噌･
しょう油･日本酒の製造工程を見学します
(買い物、試飲は各自負担)。定員20人。

日時 10月31日(土)
12:30〜16:00

申し込み
10月19日(月)9:00から
佐竹史料館☎(832)7892

　｢日本百名城｣にも選

定されている久保田城。伝統的な土

塁技術で築かれた、その城の歴史や

城巡りの魅力について、久保田城址

歴史案内ボランティアの会の小国裕

実会長がお話します。

会場
にぎわい交流館
４階第１研修室

日時 10月29日(木)･30日(金)
14:00〜16:00

日
本
百
名
城
と
久
保
田
城
に
つ
い
て

テキスト代
520円
先着

各25人

御
隅
櫓

池
田
修
三｢

花
の
お
み
こ
し｣

〜四季を彩る〜
花のある風景

 〈年末年始は休館します〉

＊展示替えのため、10月19日(月)▶23日(金)は休館。

 【観覧料】210円(高校生以下無料)

問い合わせ 赤れんが郷土館☎(864)6851

申し
込み

往復はがき(１人１通)に、講座名、住所、氏名、電
話番号を書いて、10月26日(月)(必着)までに下記
へお送りください。返信面には住所、氏名もご記
入を。問い合わせ▶☎(866)7091

〒010-0921 大町一丁目３-30 民俗芸能伝承館

　県内の民俗芸能の中から、獅子舞にスポットをあて、そ

の魅力と見どころを映像を交えて紹介します。

上･

下

日時
11月 ４日(水)上

11月18日(水)
会場

下

13:30

15:00
〜

受講無料

定員(抽選)
20人

9:30〜16:30

赤
れ
ん
が
郷
土
館
企
画
展

日時

10月24日(土)▶１月17日(日)

発酵の科学

民俗芸能学
入 門 講 座

獅子舞の
徹底研究

大人の科学 
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◆ふれあい法律相談　
田中伸顕弁護士が応じます。一
つの相談内容につき年度内１回
まで。日時▶11月16日(月)10:00
〜12:00　会場▶市老人福祉セン
ター(八橋)　先着▶６人(初めて
のかたを優先)　申込▶10月19日
(月)10:00から市社協ふれあい福
祉相談センター☎(863)6006
◆秋田清掃登山連絡協議会の登山
参加費各500円。集合場所は山王
けやき通り帯。集合時間は6:00。
申し込みは、同協議会の大山さん
へ。☎080-1654-5240　
場所と実施日▶鳥海山獅子ヶ鼻湿
原＝10月25日(日)　房住山(三種
町)＝11月８日(日)

肩こりや腰痛の予防･改善、筋力
アップなどに効果があり、自宅で
できる簡単な運動を学びます。
対象▶40歳以上のかた(初めて
のかた優先)　日時▶11月２日
(月)10:00〜11:30　会場▶中央市
民SC多目的ホール(市役所３階)　
先着▶40人　申込▶10月19日(月)
から保健予防課☎(883)1178

睡眠との上手な付き合い方を学び
ます。講師は、秋田大学大学院准
教授の上村佐知子さん。日時▶11
月12日(木)14:00〜15:30　
会場▶中央市民SC洋室４(市役所
３階)　先着▶20人　
申込▶10月19日(月)8:30から生涯
学習室☎(888)5810

簡単な体操で運動不足解消！ 
対象▶18歳以上のかた　日時▶11
月18日(水)10:00〜11:00　会場
▶河辺市民SC３階和室　先着▶15
人　申込▶10月20日(火)9:00から
河辺市民SC☎(882)5171

会場はクアドームザ･ブーン。①
②とも10:45〜12:15にストレッ
チ&水中歩行、12:30〜13:30に
水泳を行います。
①１日コース　
11月６日(金)･24日(火)･27日
(金)。参加費(入館料別)各600円。
②秋田駅東口から9:45発のバス
送迎付きコース(要申込)　
11月６日(金)･27日(金)。参加費
(入館料込)各1,120円。
申込▶10月30日(金)9:00からザ･
ブーン☎(827)2301

中堅社員に求められる役割など
を学び、コミュニケーション能
力の向上をめざします。対象▶市
内で働く入社２年目以降の中堅
社員　日時▶11月６日(金)13:30
〜17:00　会場▶にぎわい交流館　
先着▶50人　申込▶10月30日(金)
までにプレステージ･ヒューマン
ソリューション☎(888)9343
問▶企業立地雇用課☎(888)5734

楽しみながらキャリアについて考
えるワークショップ形式のセミ
ナー。会場は市役所５階正庁。
申込方法など、詳しくは市ホーム
ページをご覧いただくか生活総務
課女性活躍推進担当へお問い合わ
せください。☎(888)5650

〈広報ID番号 1026360〉
◆リーダーコース　
対象▶市内企業･団体などで働く
女性管理職など　日時▶11月６日
(金)10:00〜16:00　先着▶24人
◆中堅コース　
対象▶市内企業･団体などでおおむ
ね５年以上働いている女性
日時▶11月９日(月)･10日(火)、
10:00〜16:00　先着▶各24人

＊情報チャンネルaに掲載した市関連以外の事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容は、主催者に事前
によくご確認ください。生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。

ザ･ブーンの健康増進教室

市民大学講座 よい眠りをもたらすために

①ADL体操(動きやすい服装でどうぞ)
　10月21日(水)10:00〜11:30、
　大森山老人と子どもの家で。☎(828)1651
②ネクタイで小物づくり〜フクロウ〜
　10月22日(木)10:00〜12:00、
　雄和ふれあいプラザで。☎(886)5071
　材料費▶500円　持ち物▶裁縫道具
③演歌･歌謡教室　11月５日(木)10:15〜11:30、
　飯島老人いこいの家で。☎(845)3692
　持ち物▶筆記用具　

対象は65歳以上のかた。
参加無料。直接会場へお越しください。

い
き
い
き
サ
ロ
ン

健　康
いいあんべぇ体操教室

みんなの掲示板③

骨盤体操教室

日時 10月28日(水)18:30〜20:00
会場

中央市民サービスセンター
多目的ホール(市役所３階)

申込
10月19日(月)8:30から
保健予防課☎(883)1178

　お仕事帰りに〝なりたい私〟への
第一歩を踏み出してみませんか。
内容は｢細いだけじゃない！ 魅力
的な私をつくる食事術｣｢メリハリボディーを
手に入れる！ 代謝アップエクササイズ｣。

対象 市内在住の30〜49歳の女性

参加無料

定員12人

コミュニケーション研修

秋田市ウーマンワーク･ラボ
キャリアデザインセミナー

20
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情報チャンネルa ▶料金の記載がないものは無料です　▶申込方法がないものは直接会場へ

会場はほくとライブラリー新屋図
書館。申し込みは、①が10月18
日(日)、②が10月20日(火)のいず
れも10:00から同図書館へ。

☎(828)4215
①夜の図書館｢ブクブク交換 in あらや｣
閉館後の図書館に、決められた
テーマの本を持ち寄って紹介し交
換します。テーマ▶｢大人も楽しめ
る絵本｣｢カフェ･喫茶店で読みた
い本｣｢異性にあげたい本｣　日時▶
10月23日(金)19:30〜20:30　
先着▶10人
②図書館で

W
ワ

A R
ロ ッ ク

OCK！
｢WA ROCK｣と
は、絵を描いた
石を公園などに置き、誰かに拾っ
てもらう遊び。ルールを学び、石
に絵を描くワークショップを行い
ます。日時▶11月３日(火)13:00
〜15:30　先着▶15人　

日時▶11月８日(日)9:40〜 
会場▶港北地区コミュニティセン
ター　申込▶10月30日(金)までに
秋田市銃剣道連盟の猪股さん

☎(857)2311

◆県政映画上映会　昭和30･40年
代のニュース映像や旧秋田駅･県
庁舎･空港の映像など。日時▶10月
30日(金)、9:20〜10:20、10:50
〜11:50、13:30〜14:30　
会場▶県公文書館(県立図書館と併
設)　定員▶各20人　
申込▶県公文書館☎(866)8301
◆アルヴェ落語会 春風亭一之輔
独演会　乳幼児の同伴不可。
日時▶11月15日(日)18:30開演　
会場▶アルヴェ２階多目的ホール　
入場料(全席指定)▶前売券3,500
円、当日券4,000円(前売券完売
の場合、当日券はなし)　
前売券販売所▶秋田チケットアル
ヴェ店(１階)　
問▶秋田特選落語会

☎090-3469-0199

大森山動物園では、民間事業者の
かたから、園内で飼育している動
物(名称、愛称、写真など)や動物
園のイメージキャラクター｢オモ
リン｣、動物園のロゴマークなど
を活用したイベント･グッズ販売
などの企画を募集します。審査の
結果、採用された場合は事業とし
て実施していただきます。
申込期間▶10月17日(土)から12月
18日(金)まで。詳しくは、市ホー
ムページをご覧ください。

〈広報ID番号 1003806〉
＊事業で得られた収益の一部を、

動物園の運営発展に協力するた
めの支援金(寄付金)としてご提
供いただきます。

問▶大森山動物園☎(828)5508

案　内
■文中｢SC｣はサービスセンターの略。

　情報チャンネルａに掲載した内容は、新型コロナウイルスの影響により、中止または変更
になる場合がありますので、実施の有無については、事前に主催者にご確認ください。
　なお、会場ではマスクを着用するなど、感染予防にご協力をお願いします。

市民スポーツ祭｢銃剣道｣

11/５(木)･12(木)･19(木)･26(木)　　
                9:00〜12:00

無料相談は、新型コロナウイルス感染予防対策のため、原則、電話での相談となります

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
の
無
料
相
談

11/６(金) 13:00〜16:00

法律…金銭･契約･離婚･
　　　損害賠償など

相談の種類と相談内容

10／20(火)8:30から、
市民相談センターへ電話で
ご予約ください。

☎(888)5646

＊ ｢要予約｣の相談利用は、同一
年度内に１人各１回までです。

相談日時 申し込み

公証人･遺言…遺言･公正証書など

行政書士…許認可申請･行政手続き全般

年金･社保…年金･労働相談など

司法書士…登記･相続･
　　　　　成年後見制度など

11/17(火) 9:00〜12:00

11/10(火)･24(火) 13:00〜16:00

11/13(金) 13:00〜16:00

人権･困りごと…いじめ･虐待など

行政…行政全般への苦情、要望

11/12(木) 13:00〜16:00

市民相談センターへ電話。
先着順(15:30で受付終了)

11/11(水) 13:00〜16:00

税務…贈与税･相続税など 11/17(火) 13:00〜16:00

予
約
不
要

定
員
各
６
人

要
予
約

定
員
各
６
人

新屋図書館のイベントいろいろ♪

催　し

みんなの掲示板②

アムールトラの写真を全面にラッピ
ングしたトラック(IPP株式会社提案)

動物園活性化のための
企画提案を募集します！
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(月)12:00から生涯学習室へ。
☎(888)5810

◆初心者のための筆ペン講座
筆ペンの基本と、のし袋などに自
分の名前を書く練習。
日時▶11月10日(火)･17日(火)、
19:00〜20:30　先着▶10人
◆ビジネスマンの心構えとマナー　
日時▶11月14日(土)10:00〜11:30　
先着▶20人

｢心豊かに生きる｣をテーマにした
講座。会場は中央市民SC洋室４･
多目的ホール(市役所３階)。先着
各40人。申し込みは、10月19日
(月)9:00から中央市民SCへ。

☎(888)5654
◆朗読と箏

そ う

の調べ(お話と演奏)
講師は、朗読が声のグループ「ひ
いらぎの会」代表の安倍眞壽美さ
ん、箏の演奏が生田流箏曲宮城社
師範の田中郷子さん。
日時▶11月20日(金)10:00〜11:30
◆フラへのいざない(フラダンス
入門)　講師は、フラ・インスト
ラクターの進藤光子さん。
日時▶11月27日(金)14:00〜15:30

ローマ公認ガイドとして長年イタ
リアに滞在した土田満貴子さんを
講師に迎え、イタリアのまちづく
りを参考に、個性を活かしたまち
づくりと魅力的な暮らし方を考え
ます。対象▶市民活動を行ってい
る、またはこれから活動を始める
かた　日時▶11月14日(土)14:00

〜16:00　会場▶アルヴェ１階音
楽交流室D　定員▶20人　
申込▶10月19日(月)から市民交流
サロン☎(887)5312

◆家事家計講習会　
家計簿記録の大切さ、生活の工夫
など。日時▶10月25日(日)･27日
(火)、10:00〜11:30　会場▶秋
田友の家(泉北二丁目４-13)　資
料代▶各200円　申込▶秋田友の会
の進藤さん☎090-5842-0402
◆ミニテニス教室　日時▶10月
29日(木)、11月４日(水)･12日
(木)、昼の部10:00〜12:00、夜
の部19:00〜21:00　会場▶茨島
体育館　参加費▶500円　定員▶各
20人　申込▶10月19日(月)から
22日(木)までに、秋田市ミニテニ
ス協会事務局の佐々木さん
☎(879)2769(17:00〜19:00)
◆秋田万歳の公演　日時▶11月７
日(土)10:00〜11:30　会場▶東部
市民SC　資料代▶100円　先着▶
20人　申込▶地域マイスターやど
め事務局☎090-2990-8569
◆ガーデニングを楽しむ
草花に関する講演会と室内で楽し
む花の寄せ植え作品づくり。
日時▶11月８日(日)10:00〜11:30
会場▶県立中央公園陸上競技場会
議室　受講料▶2,500円　定員▶
20人　申込▶10月31日(土)まで県
立中央公園事務所☎(886)3131
◆介護送迎運転技能講習　介護の
基礎知識習得や、車いす･福祉車
両の運転実習。対象▶55歳以上の

かた　実施日▶11月17日(火)から
20日(金)まで　会場▶文化会館、
太平自動車学校(寺内)　定員▶10
人　申込▶最寄りのハローワーク
かシルバー人材センターにある申
込用紙で、11月13日(金)までに秋
田県シルバー人材センター連合会
(山王)へ。☎(888)4680
◆ボランティア養成講座･はじめての手話　
日時▶11月19日(木)･26日(木)、
12月３日(木)･10日(木)、18:30〜
20:15　会場▶中央市民SC洋室４
(市役所３階)　先着▶10人　申込▶
11月６日(金)まで障がい者生活支
援センターほくと☎(873)7804
◆秋田大学防災教室　県内で発生
した地震･津波被害や今後の備えに
ついて(W

ウ ェ ブ

eb会議システムでの開
催のため、インターネット環境が
整った自宅での受講)。詳しくは
お問い合わせを。対象▶小学３年
生以上のかた　日時▶11月28日
(土)10:30〜12:00　先着▶50人　
申込▶10月28日(水)から同大学地
方創生･研究推進課☎(889)2844
◆障害者スポーツ教室(フライングディスク)
対象▶身体･知的･精神に障がいの
あるかた(障害者施設を利用してい
るかたを除く)で、各自(付き添い
含む)で来場できるかたなど　日
時▶11月30日(月)10:00〜11:30　
会場▶県勤労身体障害者スポーツ
センター(新屋)　申込▶11月23日
(月)までに所定の用紙で、秋田県
障害者スポーツ協会(旭北栄町の
県社会福祉会館５階)へ。詳しく
はお問い合わせください。
☎(864)2750･FAX(874)9467

22＊情報チャンネルaに掲載した市関連以外の事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容は、主催者に事前
によくご確認ください。生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。

みんなの掲示板①

まちづくり市民活動講座

成人教育「市民講座」

申込 市民交流サロン☎(887)5312

 さまざまな分野で活躍するみなさんを講師
に迎えて行っている｢Silu-Milu-Bar｣。第９
回･第10回を次のとおり開催します。いずれ
も、講師自身の活動とエピソードの紹介のほ
か、参加者同士のフリートークもあります。

会場 市民交流サロン(アルヴェ３階)

S
し る

ilu-M
み る

ilu-B
ば る

ar 第９回

講師▶｢多機能型重症児者デイサービスにのに｣
を運営している、NPO法人にこっと秋田代表
理事の八代美千子さん

日時▶10月30日(金)18:30〜20:00

講師▶｢ヤマキウ南倉庫｣(右写真)をリノ
ベーション(建物の修復･再生)した(株)
See Visions代表取締役の東海林諭

あ き

宣
ひ ろ

さん

第10回 日時▶11月27日(金)18:30〜20:00

参加無料
定員各20人



電子工作で光通信の原理を学ぼ
う！ 発光ダイオードの電流にメロ
ディー信号を乗せて、スピーカー
から音を出します。講師は、秋田
大学大学院准教授の河村希典さ
ん。対象▶小学３年生以上のかた　
日時▶11月21日(土)13:30〜15:30　
会場▶東部市民SC２階洋室１〜
３　先着▶15人　申込▶10月20日
(火)9:00から11月13日(金)までの
平日に東部市民SC☎(853)1389

会場は上新城の農山村地域活性化
センターさとぴあ(⑤は四ツ小屋
地区の畑)。申し込みは、10月19
日(月)10:00からさとぴあへ。

☎(893)3412
(開催日時、参加費、定員の順で記載)
①昭和の歌声喫茶　50歳以上
のかたが対象です。10月27日
(火)15:00〜16:30、500円、15人
②タコスを作って食べて英会話
(初心者向け)　秋田大学の先生と
一緒にタコスを作りながら英語に
親しみます。10月30日(金)10:00
〜12:00、800円、15人
③石器づくり　黒曜石から矢じ
りなどを作ります。11月７日
(土)10:00〜12:00、500円(小学
生以上)、16人
④蜜ろう(ミツバチの巣からとれ
るろう)キャンドル作り　11月８

日(日)10:00〜12:00、600円(小
学生以上)、15人
⑤大根収穫　四ツ小屋
駅集合。１人３本お持ち
帰りできます。11月11日
(水)･14日(土)、10:00〜11:00、
１人500円、先着各５組

対象▶小学生の親子　日時▶11月
14日(土)9:30〜13:00　会場▶河
辺総合福祉交流センター　材料費
▶１組1,000円　先着▶６組
申込▶10月19日(月)9:00から河辺
市民SC☎(882)5171

⑤のみ小･中学生と保護者が対象
です。時間は10:00〜13:00(③
のみ18:30〜21:00)。会場は秋
田テルサ。申し込みは、10月19
日(月)10:00からテルサへ。

☎(826)1800
(開催日、参加費、定員の順で記載)
①リンゴパンとアップルパイ
　▶５日(木)、2,000円、12人
②かぼちゃのほっこりメニュー(グラ

タン、揚げないコロッケ、ケーキ)
　▶６日(金)、2,000円、16人
③太巻き寿司、裏巻き寿司など
　▶13日(金)、2,000円、16人
④男子厨房に入る(旬の魚の煮魚)
　▶14日(土)、1,200円、16人
⑤親子クッキング(エビドリア､オ

ニオンスープ､カップゼリー)
　▶21日(土)、2,000円、７組
⑥時短クッキング(サラダ寒天、黒糖寒
　天、寒天入りツナの炊き込みご飯)
　▶27日(金)、2,000円、16人

⑦男子厨房に入る(豚汁、｢おにぎらず｣)
　▶30日(月)、2,000円、16人

19歳以上のかたが対象です。会
場はサンライフ秋田。申し込み
は、10月17日(土)10:00からサ
ンライフへ。☎(863)1391
◆ プリザーブドフラワー｢キャン

バスクリスマスツリー作り｣　
花の保存が利

き

く状態に加工したプ
リザーブドフラワーで作ります。
日時▶11月17日(火)、14:00〜
16:00、18:00〜20:00
参加費▶3,800円　定員▶各10人
◆ソープカービング
　｢壁掛けクリスマスフレーム作り｣　
手軽な石けん彫刻。日時▶11月
19日(木)13:30〜16:00、20
日(金)18:00〜20:30　参加費▶
3,000円　定員▶各８人
◆ドルチェキャンドル作り 
本物のスイーツそっくりなドル
チェキャンドルを作ります。日時
▶11月27日(金)13:30〜16:00、
28日(土)18:00〜20:30
参加費▶3,500円　定員▶各８人
◆プリザーブドフラワー
　｢クリスマススワッグ作り｣　
花束を束ねて壁に飾るスワッグを
作ります。
日時▶12月１日(火)、14:00〜
16:00、18:00〜20:00
参加費▶3,800円　定員▶各10人

39歳までのかたを優先します。
会場は中央市民SC洋室４(市役所
３階)。申し込みは、10月19日

▼｢
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情報チャンネルa ▶料金の記載がないものは無料です　▶申込方法がないものは直接会場へ

講　座

■文中｢SC｣はサービスセンターの略。

表紙の
はなし

　情報チャンネルａに掲載した内容は、新型コロナウイルスの影響により、中止または変更
になる場合がありますので、実施の有無については、事前に主催者にご確認ください。
　なお、会場ではマスクを着用するなど、感染予防にご協力をお願いします。

親子でそばづくりに挑戦

さとぴあの農山村体験講座

テルサの料理教室(11月分)

　撮影した日付は昨年の11月12日でした。朝晩はめっきり寒くなり、嫌々布団から這
い出る時季。でも、この冷え込みが野山やまちの景色を日一日と色づかせ、楽しませて
くれます。イチョウにモミジ、季節は巡り、今年も表門周辺が彩り豊かになる頃です。

光を使って音を送ってみよう!

青少年教室

サンライフ秋田の教室
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＊広報あきた第３金曜日号に掲載している家庭系ごみ排出量数値は、
　発行スケジュールの関係で、次回広報あきた11月６日号に掲載します。

広報あきた　編集発行■秋田市役所広報広聴課　〒010-8560 秋田市山王一丁目１番１号　☎018(888)5471　■この冊子は単価１部25.465円です

　今年度、市立秋田商業高校は創立100周年を迎えました。これまでに２万人を越す
卒業生を送り出し、現在も創立時の意志を受け継ぐ教訓｢感謝 勤勉 鍛錬｣のもと、若
き世代が学び、また部活などで躍動しています。この節目の年に、スローガンに掲げ
た｢飛躍の時

と き

代 秋商魂永遠に｣の思いを胸に、さらなるステップアップを誓います！

100周年記念スローガン

100周年記念
ロゴマーク

◆今年10月に予定していた創立100周年記念式典などは、
新型コロナウイルスの影響により、来年９月11日(土)に延
期し実施する予定です。秋田商業高校☎(823)4308

■記念テレビ番組■ 
秋田商業高等学校創立100周年の歩み(仮題)
　秋田テレビで、11月14日(土)15:00〜15:30、
創立100周年の記念番組を放送予定です。秋商のこ
れまでの歩みを当時の写真や映像のほか、関係者へ
のインタビューなどで紹介します。

大正８(1919)年▶市議会にお
いて、市制30周年記念として
秋田市商業学校の設立を議決

(設立認可は翌年)

昭和17(1942)年▶市立土崎商
業学校と合併

昭和23(1948)年▶男女共学に

昭和32(1957)年▶八橋に移転

昭和36(1961)年▶現在の校名
に改称

昭和53(1978)年▶勝平に移転

平成14(2002)年▶全生徒･全職
員が地域と連携して行う｢ビジ
ネス実践(AKISHOP)｣始まる

平成16(2004)年▶文部科学省
｢目指せスペシャリスト｣の研
究指定校となる

ミニ年表

＊新型コロナウイルスの影響により、内容が変更･中止に
なる場合がありますのでご了承ください。

　生徒が企画･発案した商品を、秋
田駅西口大屋根下･アゴラ広場･ぽ
ぽろーど･秋田市民市場で販売しま
す！ ぜひお立ち寄りください。詳
しくは、秋田商業ホームページをご覧ください。

10月17日(土)9:30〜15:00A
ア キ シ ョ ッ プ

KISHOP

創立百周年〜飛躍の時
と き

代 秋商魂永遠に〜

楢山校舎(大正10年〜昭和21年)

八橋校舎(昭和32年〜53年)

勝平校舎(昭和53年〜)
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